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1.は:じ め に
1990年 度目本語専修課程中級 クラスにおいて,筆 者 は月薩2時 陵,金 曜
2時 限ゐ計 斗時限で読解 と文法を担当した。 ここではその内の文法指導に
ついて報告する。
.クラスば前期(中 級1)6名,後 期(中 級2)16名 で,ど ちらも非漢字系学
生ボ中心右あった。 前期ゴ 後勤共に在籍 した学隼はわずか1名 であった。




文 法 で は・目練習 問題 奪通 して ・ 初 級 で学 習 レた 文 法 項 目 の確 認 と復 習 を
し,ま とめ,発 展 させ て い った。 学 生 は練 習 問 題 を宿 題 と して 前 も って し
て くる こ とにな って い た。 授 業 で は答 え あ わせ を し な が ら間違 えた とこ ろ
を 中心 に説 明 して い った。 使 用 した の は 『日本 語 運 用 力 養 成 問 題 集 一 初 中
級 用一 』 の1と22〕 で あ る。 前 期 は,1の 「疑 問語 句,こ ・そ ・あ ・ど,助
詞1,他 動 詞 ・自動 詞,す る ・な る」 と2のr受 給 表 現 」 を扱 っ た 。後 期
は,「 受身,使 役目・使 役 受 身,話 しこ とば ・書 き こ とば,敬 語 」 を扱 った。
1)川 口義一1991「 中級 クラスの速 読指導」『講座 日本語教 育26』
2)寺 村秀夫監修1988『 日本語運用力養成間題集一 初 中級 用一1』 凡 人社
寺村秀夫監修198gr日 本語運用力養成問題集 一 初 中級 用一2』 凡人社
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こ こで は そ の内,後 期 の 中2ク ラス で扱 った項 目 にっ い て特 に 問題 にな っ
た.点を あ げ,報 告 す る。 な お}「 助 詞II(は ・が)」 は,同 じ中2ク ラス の
他の授業で扱ったの㌻.こ ち』らでは榊 妙?た ・r・
2-1.受 身
動 詞 の形 を受 身 形 に変 え る の は}だ い た い で きて い た 魁 ど うい う時 に
受身 形 を使 うの か 炉 あ ま りき ち ん と理解 され て い なか った。
① 春夫 「五郎 くん,元 気ないね。 どうか したのも
五郎 「学校 の帰 りに,定 期 を(落 としち ゃった ・落 とされちゃった)ん だ」
春夫 「よ く捜 してみた ～」
五郎 「うん。 でも,な か った々擢よ。 きょうはね,朝 か らつい てな い々だ。
学校へ行 くξきも玄関で花 びん を(割 っちゃって ・割 うれち ゃ っ て)・
おばあちゃん に(怒 った ・怒 られた}し」
春夫 「高い花ぴんだ ったの ～」
五郎 「そ うらしいんだ。それか ら,学 校 じゃ篠題 を(忘れ て ・忘れ られ て♪先
生 に(叱 った り ・叱 られた り),授 業中 に居 眠 りして寝言 を(言 って ・.
言 われて)(笑 った り・笑 われた り)_、 」
春夫 「ほん とについてないね」3〕
適 当 な表 現 を選 ぶ 問 題 だ が,こ の 問 題 で は・・全 部 受 身形 の 方 を 選 ん で し
ま う学 生 が数 名 い た。 一 つ 一 つ,誰 がそ の動 作 をす る のか確 認 しな が ら説
明 した。
②[a,雨 が降 らなかったb,雨 にふ られ なかった]
今年 は梅雨 のそ ろ目目.の で,米 が不作 だそ うだ。
⑥.[a・ 妹 が早 く起 きてb・ 妹 にはや く起 き られて]
け さは,お 弁 当 を作 って くれた。
千の問題は,ど うして受身形を使わないの瓜 なやなか理解できな期マ
たようで,結 局一つ一つ丁寧に解説 していき,時 聞がかかった。受身形 を
使 う場合 と使わなくてもいい揚合の違いがわかっていなかρ樫
.④ ス ミスさんは,日 本語 の手紙 は 日本人 の友達 に(見 られて ・見て もらって)か
ら出すこ とに してい るそ うです。
⑤ 道がわか らな くて地 図 を見 ていた ら,通 りがか りの人が(教 え られ ま した ・
3♪.問 題 はす べて2)の 問題集 より引用 しね。.
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教 えて くれま した〉。・
.⑥ 同騨 頬 を(やめ ら駅.や め解 らって)か 与・鋳 仕事 が増鵤 麻
が取れ1なく啄 つ一 しま つたo
.ζ こで も 適 当 な 答 えぱ 選 べ な か った 。 受 身形 孝 受 給 表 現 り.「 ～て あ げ
る ・.もら う 「く紅 る』 ゐ蓮 い 方 の違 い が わ か って い な い 。 また,受 給 表 現
を扱 った前 期 に い な か ら'た非 漢 字 系 の学 生 に は特 に わ か りに くい よ う で,
説 明 を求 め られ た。
2-2,使 役 ・使 役 受 身
受 身形 と同様,・使 役 形 を作目るの は 暉 どん ど問 題 は 濠、か っ た が早・使 役 垂 身
形 はす ぐに作 れな か った 。特 に,1五 段動 詞 がで き ない 。例 え ぱ,τ 読 む 」 を
「よ ませ され る」・に して しま うので あ る・ は じめ を劃.「 よ ませ られ る」 と
「よま され る」 を混 同 して覚 えて い るので は ない 項・と思 っ た が,ド イ ツ人
の 学 生 が母 層 で確 か に 「よ ませ され る」・と教 わ った と言 い 張 り譲 らな い。
そ の 内 に だん だん,値 の 学 生 達 も どこ か で 「よま せ され る」 も正 しい と教
わ っ.たと言 》・出 レた 。 結 局,次 の時 間 ま で 牟 けて説 明.した が,初 め に言 い
出 した学 生 は 「昔 は こ の形 が正 し脅 った の だ」 と最 後 ま で言 つ て い た 。
⑦・ 教援 「ドイ ツの大学 で講師 を募集 していますけ ど,行 きませ ルか」
講師rド イ ツです か,そ うですね,2,3日 でいた だけ ま す
か」
教授 「ええ。 まだ先 のこ とですか ら,よ く目目 てみて くだ さい」
[考え る]
⑧ 「あ,き ょ うはわ た しにごちそ う目 て くだ さいませ んか」
「そ うですか。 じゃ,ご ちそ う直なPま す」目[する」
⑨ 加 藤 「どうしま した ～」
山下 「二 日酔 いで頭 が痛いんです」
加藤 「で も,山 下 さん,ふ だんあま り目一 ない じゃないですか」
山下 「そ うなんです け ど,・きの うは 先輩 にr』 まして ね」[飲
む]
⑩A雌 員 「骸 につ レ'ては・ 苗 τ蹴 で相談 して まい 礪 す ので・ あ し
目たご返事 させ ていただきたいんですが」
目B社 社員rえ え,げ っこ うです」
a.A社 の社員 はあ した返事 をしたい と思 った。.
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b・A社 の社員 はあ した返事 をして もらいたい と言 った。.
⑦卍⑨ は動 詞 を 適 当な 形 にす る問題 だ が,こ ヒ で ば 「考 えて いた だ け
ます剤.rご ちそ うして耐 さ峠 齢 か」』「先舞 鰍 部 て牟」.「輝
に飲ませまし宅ね」.等の答えが出てき属 ⑦一⑨目冬は,受 身の時に答え
をす揖 て 受身形 にしたように,全 部衝役や使役受身にすることはなかっ
たP
⑭ 先生 は宿題 を忘 れた生徒(に ・を〉教室 の後 ろに立たせた。
⑫ 電車 の事故 で山田ざル(に ・を)30分 も待たせ て しまい ま した。
⑬ ス ミス先生 はよ く授業で学生(に ・を)テープを聞 がせ ます。
・⑭ サ ッカー部 の監督 は遅れて来た選手(に ・を)グ ラウ ン ドを5周 させたδ
助詞 の 問題 だ が,こ こ で は全 部 「に」 を選 んだ学 生 と,逆 に全 部 「を」 を
選 ん だ学 生 が ほ とん どだ った。 単 純 に,使 役 形 で は 「人+に 」 ま た は 「人
+を 」 と覚 えて い た。rに 」 を使 うもめ とrを 」 を使 うもゐ の違 い が わ か っ
て い な か った 。
⑮ 客目 「き ょ ラはたいへんごちそ うにな りま した。 あの う,地 下鉄で帰 ろう と
思 うんですけ ど,駅 へ はど う行 くんで しょうか」
主人.「 ち よっ ≧わか りに.くい とζラですか 軌 尽子 に案 内(させ ま しよう ・
してもらいま しよう)」
⑯ 学生A「 クラス会 の会場,決 まった ン」
学生B「 まだなんだよ。学校 の会館 を(使 わせ る目甲使 わせて くわる)と いい
んだ けど」
・学生Ar先 生 に(頼ませ た ら ・頼 んで もらった ら)ど うか しら一
⑰ 孫 「おぱ あち ゃ々,電 車 は座 れた の?」
祖母 「え え。学生 さん に頼 んで座 らせ て もらったのよ」
a・ おばあ さんは学生 に座 らされた。
b,お 翠あ さんを座 らせて くれ隼 のは学生だ。
c・ 学 生 は頼 まれて・お瞳あさん を座 らせてあげた。・
二こで は 「息 子 に案 内 して も らい ま し ょ う」 や 「先 生 に頼 ま せ た ら ど う
か し ら」 とい う文 に し て い る学 生 が い た 。 ま た,.㊥ で は 座 った の は お ば
あ さん だ か らaは 正 しい と言 った学 生 もい た。使 役 表現 と使 役 受身 表 現 と
受 給 表 現 の意 味 につ い て 説 明 した、
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2-3,話 しこ とぱ ・書 き こ とば
耳 土一 スや 新 聞 の文 と会 話 文 の 区別,・ま た 男 こ とば と女 ご とば の 区別 は・
ほ とん ど問 題 が な か う た が,次 の よ うな 問題 が で きな か らた 。
⑱ 力口藤 「鈴木 さん,歌 舞伎,見1た こ とある ～∫目目
鈴 木 「あ る(が目・けど),'ご とぱ解 むず か しくて,ほ とん どわか らなかつた
よ.」・
⑲.清 け本 郎ち ゃん,目遊 擢なVlも.
太郎 「きよ う目は宿題 がた くさんあ る〔たあ6か ら),遊 べ ないんだよ」
⑳ 「そ のペ ン,(と って も ・非常に)書 きやす そ うね」
「ええ,こ 泓 入 学裸マ・K衆に買!って もちlg.たの」・,
⑳ 昨 日モス クワにお焼て.日.ソ漁業奪渉 炉行 診紅たσ(で も ・け紅 ど!.し か し),
.(あまり.・痴 ん.ま・勢)大き雇進展揖見 られ なか?た6.[新 聞]..
rた め』7ど 「添 ら」目ヒは意 味 が同 じ なめ 匡
,「 宿題 が た く ざ ん あ るた め」 が
不 適 当 だ とい うの は変 だ と言 う学 生 が い'た詳 非 常 に 」は,学 生 渉 よ く使 っ
オ い る の を耳 に ず る がデ こ の問題 で も こち らを選 ん だ者 が 多 か った 。'rま
た,新 聞 の文 だ とはわ か らて い て も 「で も」 や 「けれ ど」 の方 を選 ん だ学
生 もいた 。 「あん ま り」 の方 が書 き こ とば だ と思 って い た学 生 もか な りい
た。 この問 題 で は全 体 と して は》 話 し こ とば の文 体 で書 き こ とぼ の語 彙 を
選 ん でい る方 が多 か っ た。目
@「 もっとていねい に書いたほ うがいいかな」
「読 めりやいい よ」
.⑳ 「雨が降 って きましたね。 この傘,.持 って って くだ さい」・
「すみません,じ.や,お 借 りします」
・⑳'「 すみません,ち ょっと待 ってて くだ さい」
「ええ,い いです よ」
⑳ 「このガイ ドブ ック1、メキシコに出かげる前 に読 ん どく'といいよ」
「あ,ど うもゴ.
縮 約 形 を普 通 の表 現 にす る問題 だ が,学 生 は か な り苦 労 して い た。 「動
か な くな っち ゃ った 」 「入 れ替 えな き ゃ だ めだ ね 」 「う ち じ ゃ ほ とん ど飲 ま
ない んで す」 等 は で き るの だ が,そ の他 の ⑳ ～笥 の よ うな縮 約 形 は は 日
本 人 の友達 が い る学 生 だ けが もとの 形 との 対 応 が わか っ てい た。
一109一
24.敬 語
敬 語 は 同 じ中2ク ラス の会 話 と聴 解 で先 に 扱 っ て い た の で,普 通 の表現
に直 した 窮 適 当 な表 現 を選 ぶ の は か な りで き て い た。 た だ,遅 れ て ク ラ
スに入 っ て き た学 生 に は 聞潭 い が 目立?た 。 最 終 的 に ク ラ ス が決 ま る ま で
の約 一 ヵ月 で か な りの 差 が つ いて しま っ た よ うで あ る。 こ こ で は,は じ め
に尊敬 語 と謙 譲語 に つ い て簡 単 に ま と め,特 に,「 見 る」「言 う」 等 の語 彙
が変わ.るものを詳 しく揖 っ愁 その倹で練習問題をしたが,.次gよ うな問
題 が で き な か った。
愈 「あ ちらの(人 ・かた),(お じょうさん ・娘)で す がJ
「い え,・(あれ ・あち ら)は(奥 さん'・家 内)の妹 です」
⑰(手 紙 ・お手紙)あ りがとうございま した。(主入 ・ご主人)が単身赴任 をす る
、た めそ の準備 などに追われ,(返 事 ・ご返事)が す っか り.遅ぐな って しまいま.
したゆ もうしわけござヤ・ませ ん。
こ こ で は,「 あ ち ら」 と 「返 事 」 にす る 間連 い が 多 か っ た。人 を紹 介 す る
時 の 「こち ら」 や 「あち ら」 は知 っ て い る の だ が,.こ うい う揚 合 の言 い 方
は知 らな か っ た。 こ の 「返 事 」 は実 は,最 後 の文 法 の試 験 の後 も問 題 に な
った。 と言 うの は,.自 分 が書 くの だ か ら 「ご」 が つ..くの は お か しい と い う
学生 もい た し,ま た,日 本 人 に聞 い た ら答 え は 「返 事 」 で 「ご返 事 」 で は
ない と言 わ れ た学 生 が何 人 か い たか らで あ る。 どん な 日本 人 に聞 い た の か
詳 し く尋 ね る と,だ い た い学 生 等 の若 者 で あ っ た。
⑳ 学生 「日本 の祭9に ついて(調 べ ている ・お調べ している)・んです け れ ど,
何かいい本,教 えていただ,けないで しょうか』
教師 「ええ,い いです よ。・うち にも何冊か あ りますか ら,.貸 してあげましょ
う」
⑳ 「ゆ うべ の10.チ ャン ネルの映画,ご らん にな りま したか」.
rえ え・(拝 見 しま した ・見ま した)。お もしろかったですね」
』ここ で も混 同 が多 か っ た。 ⑳ は会 話 の相 手 が 教 師 だ か ら丁 寧 に しな け
れ ば な らな い と思 っ て い た。 この観 察 は,あ る面 で は正 しい の だが,こ の
場 面 に は あ て は ま らない.⑳ は 「ご らん に な りま した か 」 と丁寧 に聞 か
れ た か ら答 え も丁 寧 に した とい う学 生 と,:.その映 画 に会話 の相 手 か先 生 が
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出 て い る と思 っ た とい う,学生 がい たρ目目
⑳目(ナ 「竹 田さんのうちじゃ,ご 主人 もバ イオ リンをひかれ るそ うですね 』
(〉 「ええ。 お じよ うさん も音楽学校 に入 られた し,音 楽 一家 なん です
ね4.
⑳()大 学時代 わた しは寮1こいたが,寮 生活 のなかでい ろいろ教 えられ る
ことか多 かった。
⑫ 中島先生 は郊外 に引っ越 してか ら}野 菜 作 りを(目)始 められたそ うだ。
こ れ は下 線 部 が受 身 か可 能 か尊 敬 か を判 断 す る問 題 だ が,⑳ ～⑫ は 「可
目能 」 に した学 生 が 多 か った 。 特 に ⑳ は,可 能 形 と考 え て も正 しい ので は
な い か と譲 らな い学 生 が い た・











「森 さん,放 送 局 に お勤 め だ そ うで す ね 」
「え え
シ ドラ マ部 の プ ロデ ュー サ ー を して ま す よ」
「ドラマ で す か
。 お も しろ そ うで す ね 」
「え え
。 じつ は,わ た し,こ の問 スタ ジ オで リハ ーサ ル を見 せ て
た ん で す よ」
rあ あ
,い い で す ね。 わた しも子 供 に見 せ てや りた い で す ね 」
「前 もっ て お願 いす れ ば,案 内 して と思 い ます よ」
[]の 中 か ら適 当 な も のを 選び,下 線 部 に入 れ る問 題 で あ る。 こ こ で
は,「 い た だ く」 と 「くだ さる」 を 間違 えて 入 れ て い た学 生 が い た 。 そ の
形 も 「案 内 して い た だ く と思 い ます よ」 が多 く,「案 内 して い た だ け る と思




では,今 回中2ク ラスで,敬 語めように文法の授業だけではなく会話や聴
解 の授業と連携して同じ項目を扱えたのはよふったと思 う。ただ,受 給表




.レ,r渾 問後 に答えを渡して費睡 受け付嘩 が,目 分ではわかってヤ'る
と思 っていた のかあまり質問がなかった。だ.が,.実際には上述のような間
違いが見られた。 このような練習問題は本来は,中2と いうより中1の ク
ラスで扱い,中2で はその応用,発 展練啓をすべき牽あろう。目
筆者は1992讐 聴 学期か・ら・再び 暢 クチ羅 擁 す麺 で・・今後も
こ・のよう鯨 伽 問騨 取 嘲 ん列 き牟い と翫 て1'う 礎 ろ防 と御
教示いただければ幸いもある。
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